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2つの気温急変帯の存在

－季節進行とともに奥羽山脈へ



季節進行とともに寡照域の拡大



季節進行とともに降水量の増大



A 乾いたヤマセは北上山地東側に限定的に低温寡照をもたらすが
B   湿ったヤマセは北上山地西側まで低温寡照をもたらす
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「ヤマセの長期変化傾向」

境田清隆（東北大学環境科学研究科）
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オホーツク海高気圧の長期出現傾向．
石川卓（2009年卒論）

本研究でのオホーツク海とオホーツク海高気圧

北緯４３度～６０度、
東経１４０度～１６０度

「オホーツク海上に中心をもち，その高気圧の曲率をもつ等圧線

がオホーツク海を半分以上覆う高気圧」と定義



オホーツク海高気圧の経年変化（1）

日数の経年変化

y = -0.02 x + 35.82
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６月
平均日数 １２．４ １１．８

標準偏差 ３．８ ５．０

７月
平均日数 １１．５ １２．５

標準偏差 ２．７ ５．５

８月
平均日数 １１．７ １０．９

標準偏差 ３．８ ３．９

日数は１９７８年以降から変動が大

きくなっていた



オホーツク海高気圧の経年変化（2）

平均中心気圧の月別経年変化
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各月とも1978年以降のほうが
変動が大きくなっていた

1978年以降の平均中心気圧の
変動は各月とも、それぞれの月の
オホーツク海高気圧の日数と有意
な正の相関があった

平均，標準偏差ともに1978年以
降のほうが大きな値となっていた

オホーツク海高気圧はまとまって
出現する傾向にある



グローバルな天候との関係～北半球・気温～

• 日数が多かった１０ヶ月(上)と少なかった１０ヶ月(下)の合成偏差図

(℃)



ヤマセの長期傾向

１5～25年程度の期間で傾向が交替する

Ⅰ.1891-1903（13） 第２種型冷夏 低温安定

Ⅱ.1904-1913（10） 第１種型冷夏 不安定

Ⅲ.1914-1940（26） 第２種型冷夏 安定

Ⅳ.1941-1958（18） 第１種型冷夏 不安定

Ⅴ.1959-1977（18） 第２種型冷夏 安定

Ⅵ.1978-2003（25） 第１種型冷夏 不安定

Ⅶ.2004-？


